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からの移民が多く、異文化への対応性が高い土

地柄でした。ただし工事を施工するうえで、ア

メリカ特有のユニオンという制度があり、また

許認可申請にあたっても長くその土地に住み、

現地の役所とつながりがある人間がいないと難

しいのが現実です。しかし進出直後の日本企業

が優秀なアメリカ人を雇うことは難しく、最初

はスタンフォード大学のつながりで人材を探

しました。当社とよく JV を組んだ会社にホー

マー・J・オルセンという企業がありましたが、

その社長もスタンフォード大学の卒業生でし

た。日本とは異なる環境で、多種多様のリスク

の存在が予見されましたが、実際に工事を進め

てみないと見えないものも多く、現地の人と一

緒に施工をすることによりこれらリスクに対処

しました。

―その後の展開について教えてください。
2 本のトンネル工事で成功を収めたこともあ

り、当初はトンネル工事に特化しました。しか

しながら、米国も州により国が違うといわれる

ようなところですので、現地の企業と組んで仕

事をしなければスムーズに工事を進めることが

出来ません。現地の企業と JV を組むにも、相

手がメリットを見出さないと応じてくれないた

め、JV 相手が見つからず単独で施工したこと

もありました。その後、順調に実績を伸ばした

たこともあり、私の帰国後、1995 年以降は JV

でないと仕事をしないようになりました。アメ

リカの JV はボンドの取得や特殊技能といった

必要性があって組成し、JVを組成した場合は一

般的にスポンサーが全てを取り仕切ります。場

合によってはサブの企業が人を出さない場合も

あり、日本のように JV 比率で人を出すといっ

た仕組みではありません。かつてボンド会社経

由で紹介のあったモダンコンチネンタルという

企業と JV 組成しましたが、相手が 8000 万ド

ルのボンドが取得できないという理由からでし

た。その後、ボストンの高速道路のビックディッ

クで JV を組成して成功をおさめ、その後、そ

の企業は 4億ドルのボンドが必要な工事も単独

で応札できるまでになりました。

―特に思い出深い工事はありますか。
全ての工事が思い出深いですが、一番は

1989 年から従事したサンアントニオの排水ト

ンネルでしょうか。未固結の頁岩中を外径が

8.1m の TBMで掘ったのですが、1本目のト

ンネルが掘り終わり 2本目を掘り始めたころ

で、TBMのカッターヘッドを回すと切羽が崩

壊し、60mあった土被りの上に向かって空洞

が広がり始めました。当時私はミネソタにいた

のですが、この現場に呼ばれました。発注者の

アドバイザーとして著名な地盤の専門家が招か

れ、その中にテルツァギーとの共同研究で有名

なイリノイ大学のペック博士もいました。専門

家のアドバイスに従い地盤を拡底杭によって上

から吊ることになりました。拡底杭による地盤

改良区間を掘削してみると杭の間のアーチアク

ションでかろうじて地盤が止まっているだけで

崩壊は止まっていませんでした。拡底杭の区間

を抜け、いよいよ高校の用地に入るところで私

聞き手　日比野直彦 政策研究大学院大学准教授サンフランシスコ下水工事の関係者（1982 年竣工）
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を受けました。

大林組が北米で施工した約 80件の工事の内、

訴訟に進んだのは 3件だったと思います。私は

4件の工事を経験しましたが、そのうち 2件が

訴訟に進みました。アメリカは訴訟社会と言わ

れますが、日本で思われているほど頻繁に訴訟

が起きているわけではなく、やはりアメリカで

も信頼関係は重要です。

―今後の展望について教えてください。
元来、トンネル工事は同じ場所で継続して発

注されることが少なく、また、技術的に経験の

ない地元企業が施工することは非常に困難です

ので、全米でトンネル工事を展開する企業は今

でも 10社ぐらいしかありません。そこに技術

研究所を有し、日本国内で培われたトンネル技

術を持ち込むことにより当社はアメリカで工事

を受注することが出来ました。一方、トンネル

だけでは受注に波があり、事業を継続していく

ことは難しいと思います。また、現場が少なく

なると現地の人材を抱え続けることは困難にな

ります。一般的に米国の建設会社は柱になる工

種をいくつか持って経営しております。当社の

場合は、トンネル以外に他の柱となる工種を持

つ必要がありますが、これから柱を作ろうと思

うとさらに 50年ほどの時間が必要となります。

その時間を補うためにM&Aに取り組むように

なりました。アメリカやカナダの地元の企業を

グループ会社化し、そこに日本人を派遣して技

術移転を進め事業の拡大を進めております。特

に最近、子会社化したクレマー社は道路と橋梁

の工事を多く施工しており、北米での我々の施

工の幅が広がっています。また、道路と橋梁の

メンテナンス工事も行っており、例えばミネソ

タ州の工事では古いトラス橋を掛け替えるので

なく、基礎を補強し、悪い部材を取り換えてい

ます。これらの経験を逆に今後増大すると考え

られている国内の維持管理・更新事業に活用す

ることも考えられます。日本ではまだ事例が少

ないですが、北米では道路・鉄道の PPP が次

第に増えているので、今後 PPP 工事に参入す

ることも考えられます。実際に SPCに投資し、

SPC内部でどのようにリスクをシェアするのか

は掘削の中止を申し入れました。しかし発注者

は応力開放されるより早くトンネルを掘れば崩

壊しないと主張し、掘削を続けた結果、やはり

拡底杭を抜けたところでトンネルが地表面近く

まで崩れてしまいました。空洞を埋めるために

上からコンクリートを打設したところ TBMの

中にまで入ってきてしまい、慌ててスーパー

マーケットまで砂糖を買いに行き、コンクリー

トに混ぜて硬化を遅らせました。その日、ちょ

うど当社の社長が現場に来ていて会食をする予

定でしたが、それどころではなくなりました。

その後地盤の悪い区間は、在来工法に切り替え

てトンネルの上半部を掘削し、TBMで下半を

掘りました。

―アメリカと日本で交渉時にどんな違いがあり
ますか。
日本は元来、発注者とパートナリングが出来

ていて、受発注者が協力しながらフレキシブ

ルに上手く対応します。アメリカで条件変更が

あった場合はいったん施工を止め、決められた

期日以内に発注者に通知します。その後発注者

が回答し、それに不満があれば再度、受注者か

ら申し立てるなど、きちんとタイムスケジュー

ルが決められています。これらを書面でやり取

りしておかないと将来の設計変更の権利を失

うことになります。ただし手続きに従ったから

と言って必ずしも設計変更が認められるわけで

はなく、サンアントニオの事例だと未固結の頁

岩に滑り面があって滑ってくるという事象が、

条件変更かどうかは受発注者で見解が異なり、

DRB（Dispute Review Board）に進んで裁定

サンアントニオ排水トンネル工事（1993 年竣工）
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経験を積むことができると考えます。

―北米に人を派遣するにあたり、どのような社
内教育を行っていますか。
海外工事でもODAの無償案件はマーケット

が小さく、一つの国で継続して計画されること

も少ないのが現状です。また、有償案件にな

りますと地元や韓国・中国との価格競争にな

ります。従いまして、ODAだけでは事業を拡

大、継続することが難しく、一定の市場規模が

ある北米などでグループ会社化した北米の企業

と一緒に仕事をして、売り上げを伸ばしていく

必要があり、そのために現地に職員を派遣して

います。事前に留学を経験させてから派遣する

ことが多いですが、直接国内の現場から転勤さ

せることもあります。当社のスポンサーの現場

に派遣して米国での仕事のやり方を習得させま

すが、最近ではグループ会社に派遣して教育す

ることもあります。前述の小野崎寛和はアメリ

カに 29年いますが、The Beavers の会長に選

出された時点では日本に帰国していたのにもか

かわらずそれが問題とならず、会長に就きまし

た。小野崎が個人として会長に選ばれた結果で

あり、そういう人間でないとグループ会社の人

間と話し合ってうまくやっていくのは難しいと

思います。そういうことができるのは 10人派

遣して 1人や 2人ですが、他の者が必ずしも優

秀ではないというわけではなく、海外の他の場

所で活躍しています。

―最後に、大林組がこれまで約 40年に渡り北
米の工事を受注し続け、北米を代表する企業と
しての地位を築いてこられた理由についてお聞
かせください。
進出当初、事情が分からない北米で成功する

には現地の人的ネットワークが大変重要です

が、それをスタンフォード大学のネットワーク

により築けたことが大きいと考えられます。そ

の後、我々の技術が生かせるトンネルにター

ゲットを絞り、コンスタントに受注するととも

に、不採算工事があっても撤退せず、人を送り

続けました。他の本邦企業も進出はしましたが、

不採算工事を経験した後、最後は撤退しました。

一緒に仕事を続けることができる JV 相手と出

会うことも重要で、こちらはボンド会社のネッ

トワークなどを活用して見つけてきました。JV

相手も時代によって変わり、当初 JV を組んだ

ホーマー・J・オルセンもその後、倒産しまし

たが、その会社の副社長が新しく作った会社と

一緒に仕事をしました。The Beavers の会合も

新しく企業と知り合う良い機会です。

ネットワークが重要なのは、職員の雇用につ

いても同様です。アメリカではよく転職すると

いいますが、どこかに誤解があるようで、本当

に企業が必要とする人間は優遇されずっと同じ

会社で働き続けます。自分がトップになれない

企業、キャリアアップが望めない企業には人は

来ませんので、現地の人間を活用し、コンスタ

ントに受注を続ける必要があります。

日本とアメリカでは共通する部分の方が多い

のにもかかわらず、わずかの違う部分がクロー

ズアップされているように感じます。先程、契

約変更のために書面でやり取りしていると申し

上げましたが、いきなり相手に送りつけても受

けいれられません。あるアメリカの企業では書

面は必ず持参するようにしています。請負工事

では発注者が作りたいものを作るのが第一で、

あとは適切に処遇していただければいいだけの

話で、訴訟をするなどとんでもない話だと思い

ます。相手が検討を要するような書面は、まず

は持参して説明するのが普通で、このあたりの

本質は日本と変わらないのではないかと思いま

す。結局は人と人が仕事をするわけで、お互い

理解した上で仕事をしてきたことがこれまで北

米で事業を展開し続けてこられた理由だと思い

ます。

文責：天満　知生（（株）大林組）

The Beavers の会長に選出された小野崎寛和
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□ Backyard	 事務局通信

■平成29年度 第3回 イブニングセミナーのお知らせ
テ　ー　マ	 八ッ場ダムの歴史

趣　　　旨	� 調査着手から 65年、地元の反対、時間をかけての話し合いと合意、民主党政

権によるダム事業見直しなどの紆余曲折を経て、ようやく本体工事までこぎつ

けた苦労の歴史を、長年河川行政の実務に携わってきた元国土交通省 水管理・

国土保全局長の金尾様にお話しいただきます。また、コメンテーターには利根

川研究の第一人者である虫明先生をお招きし、八ツ場ダムの水文・水資源工学

的な意義について講評をいただきます。

日　　　時	 9 月 29日（金）18：00～ 19：30　その後懇親会

場　　　所	 日本大学駿河台キャンパス CSTホール（1号館 6階）

話題提供者	 （公財）リバーフロント研究所　代表理事　金尾　健司

コメンテーター	 東京大学名誉教授／福島大学名誉教授／日本工営（株）顧問　虫明　功臣

懇　親　会	 日本大学　駿河台キャンパス 1号館カフェテリア

参　加　費	 セミナー　　無料

	 懇親会　　　3,000 円を予定（領収書を発行します）

■平成29年度秋の見学会のお知らせ
10 月 10、11日に下記内容で秋の見学会を開催します。

日　　　時	 10 月 10日（火）〜 11日（水）　2日間

場　　　所	� JR 軽井沢駅集合（10日 9時 10分頃）、JR長野駅解散（11日 16時頃）予定

主な見学先	� 白糸ハイランドウェイ、八ッ場ダム、小布施（町並み修景、6次産業センター）、

松代、長野駅善光寺口駅前広場再整備

宿　　　泊	 湯田中温泉

参加募集のご案内は 8月下旬にメールにて会員の皆様に差し上げますが、前もってご予定に入れて

おいていただければ幸いです。

 一般社団法人　計画・交通研究会

〒 100-6005　東京都千代田区霞が関 3-2-5　霞が関ビル 5F-28
TEL: 03-4334-8157　　　  FAX: 03-4334-8158

E-Mail: jimukyoku@keikaku-kotsu.org　　　Homepage: http://www.keikaku-kotsu.org/

理事会
代表理事・会長	 家田　　仁
理事・副会長	 屋井　鉄雄
理事・副会長	 清水　英範
理事・幹事長	 寺部　慎太郎
理事・事務局長	 髙橋　祐治

経営委員会
委　員	 大嶋　匡博　・　城石　典明
	 廻　　洋子

広報部会
部会長　	 茶木　　環
副部会長	 羽藤　英二
幹事長	 王尾　英明
委　員	 遠藤　秀彰　・　久嶋万祐子
	 斎藤　功次　・　白根　哲也
	 清　衣里奈　・　田中　啓之
	 中道久美子　・　平田　輝満
	 松本　剛史　・　柳沼　秀樹
	 渡邊 　武彦

企画委員会
委　員	 大串　葉子　・　小野寺　博
	 下大薗　浩　・　杉原　克郎
	 髙瀬　健三　・　寺村　隆男
	 水野　高信


